小麦のプロテアーゼインヒビターについて by 光永, 俊郎 & Mitsunaga, Toshio
昭和59年11月(1984年) 1一
総 説
小 麦 の プ ロ テ ア ー ゼ イ ン ヒ ビ タ ー に つ い て
光 永 俊 郎
Protease Inhibitors in Wheat
Toshio Mitsunaga
1.は じ め に
 小麦はイネ科に属す る一年生草本で,気 候 と土質に











 わが国では年間560万 トンの小麦が消費 されている。
そのうち小麦粉 として460万 トンが生産 され,そ のほと
んどがパ ン,め ん類,菓 子類などの二次加工食品の原
料として,一 部 はそのままの形で調理材料 として市販






ターはそれ自身がタ ンパ ク質であるが,こ のタンパク
質 はわれわれがタ ンパ ク性食品を摂取 した際に毒性を
示 し,消 化,吸 収をさまたげる天然毒である。
 現在 このプロテアーゼインヒビターと呼ばれている
タ ンパ ク質は種々の動,植 物の組織中に含まれている


















ように分布,存 在 しているか,ど のような性質を示す
のか,調 理 ・加工時にどのように挙動するのか,ま た
なぜ小麦 に存在するのか,と いった点を明 らかにする
ことは,家 政学だけでなく,生 化学,食 品製造学の立
場において も興味ある課題であると考え,こ の10年 間
筆者は小麦のプロテアーゼインヒビターについて検討
して きた。筆者が得た結果を中心と して,こ の総説を
ま とめた。
2.小 麦穀粒の プロテアーゼインヒビターの種
  類 と分布




































































に4種類の活性成分(F-I， Il， l， N)を得た。 F-

























































































































































































































































































の活性画分 (F-I，I， ID)を得た。画分Fー 1，I 



















抽出した後，塩析，透析， SPー セファデックス C-25
カラムによるクロマトグラフィーにより，図3に示す
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Part Enzyrnes inhibited Molecular Weight References 
Endosperrn Papain， Ficin Hites， B. D. (1951)3) 
Trypsin Learrnonth， E. M. (1960)4) 
Trypsin Shyarnala， G. (1964)7) 
Trypsin Mikola， J.(1972)19) 
Trypsin， Chyrnotrypsin Mitsunaga， T. (1974)6) 
Trypsin 12，000， 24，000 Petrucci， T. (1974)8) 
Trypsin 19，50OO ， 21，O00 Chang， C. R. (1981)9) 
22，500， 36，800 
38，50 
Trypsin 12，300， 12，500 Boisen， S. (1981)10) 
Trypsin 8，000 お1itsunaga，T. (1982)11) 
Chyrnotrypsin 33，000 恥1itsunaga，T. (1984)15) 
Gerrn Trypsin Creek， R. D. (1962)5) 
Trypsin 17，000 Hochstrasser， K. (1969)16) 
Trypsin， Chyrnotrypsin Mitsunaga， T. (1974)6) 
Trypsin 10，000， 16，000 恥-:litsunaga，T. (1979)17 
Bran Papain Hites， B. D. (1951)3) 
Trypsin， Chyrnotrypsin お1:itsunaga，T. (1974)6) 
Trypsin 16，800 Mitsunaga， T. (1982)山
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表3 小麦穀粒各部位のトリプシンインヒビターのアミノ酸組成
Endosperm Germ Bran 
Amino acid WETI-1 WETI-I WETI-皿 (Boisen) WGTI-1 WGTI-II WI WBTI-1 
Aspartic acid 6 7 7 
Threonine 6 6 7 
Serine 4 9 5 
Glutamic acid 6 7 7 
Glycine 5 5 6 
Alanine 5 7 5 
Half-cystine 6 6 6 
Valine 3 3 5 
酌iethionine 4 3 1 
Isoleucine 2 3 3 
Leucine 2 5 3 
Tyrosine 2 2 1 
Phenylalanine 2 3 2 
Lysine 2 5 3 
Histidine 2 3 10 
Arginine 8 9 7 
Proline 7 16 9 
Tryptophan 。 1 。
Total 72 100 87 









るが，小麦穀粒だけでなく大豆からも STP)，BBpO，2J) ， 
をはじめRackisら22，23，24)の単離したSBTIA1，SBTIB1， 










9 12 8 15 12 
9 9 5 11 7 
5 10 6 15 10 
9 25 14 10 19 
7 18 11 9 16 
7 20 10 9 18 
18 4 4 24 12 
5 7 5 9 11 
4 2 2 2 3 
3 4 3 5 4 
4 9 4 4 10 
1 1 1 3 1 
3 5 2 5 3 
4 11 5 10 6 
2 1 2 。 3 
10 9 7 15 9 
11 4 6 23 8 
1 。 1 1 
111 151 95 147 153 























Wheat flour (soft) 
Wheat flour (hard) 
r Macaroni (raw) 
Nood le (dried) 
40oc L Noodle (fine) 








。 50 100 
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くで，それぞれの活性画分の分子量は F-125，000， F-2 































図12 CMー セファデックス C-25カラムによる幼芽部(発芽6日目)トリプシンインヒピター
活性画分のクロマトグラム























































































































































































昭和46，48， 51， 52， 55， 56， 57年度本学研究助成金
の援助によるものである。
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